
かけはし～将棋の女流棋戦から考えよう～第７２号 

２０２５年１２月１０日、将棋の福間香奈女流６冠が記者会見を開きました。内容は『妊娠・出

産にかかわる日本将棋連盟の対局規定』に関して、前日の９日付で規定の変更を求める要望

書と提案書を提出していたことについてでした。福間さんは２０２４年１０月１１日の白玲戦第５

局、１０月２９日の女流王将戦第３局、１１月１８日の白玲戦第６局など４局を妊娠による体調不

良のため不戦敗となった経緯があります。対局日程については、２０２４年５月に日本将棋連盟

に「１２月が出産予定日でタイトル戦と重なり、戦えない可能性がある」ことを伝えていました。

それに対して将棋連盟は８月に「日程変更は難しい。タイトルを返上することもタイトル保持者

の務め」と告げたそうです。その後、日本将棋連盟は２０２５年４月に『女流棋士公式戦番勝負

対局規定』を定めました。その新規定には「出産予定日を基準とした産前６週間から産後８週

間までの期間と番勝負の日程が一部でも重複する場合対局予定者を変更する」と記されてい

たそうです。この規定は福間さんの要望書提出と記者会見後の１２月１７日に削除されました。 

このことについて福間さんが相談した知人の反応は「連盟の対応は完全にアウ

ト（マタハラ）だね」だったそうです。同じ意見の方も多いと考えます。 

将棋のタイトル戦は、ほぼ１年をかけて挑戦者を決め、タイトル保持者と挑戦者

が３番勝負や５番勝負、長いもので７番勝負を戦います。スポンサーの協力も得て、老舗旅館

や有名ホテルなどで決まった時期に開催されます。前夜祭、大盤解説や動画の配信などを楽

しみにしているファンの方もおられます。長い準備期間と大勢の関係者の協力、調整が不可欠

で、日程や場所を変更することは多方面に大きな影響を及ぼします。白玲戦、女流王将戦は共

に福間さんがタイトル保持者ではなく挑戦者だったこともあり、対局環境を椅子対局に変更す

る調整はできたそうですが、日程の変更は簡単なことではなかったのかもしれません。 

今回のように正しいことをしたい（日程を変更したい）と考えても実現が難しいことはあると

思います。また正しいことを実現する過程の１つに、多くの人が関心をもち自分事と捉えること

があると思います。今回福間さんが発信してくださったことは複数の新聞にも取り上げられるな

ど私たちに考える機会を与えてくださいました。そして、この件で取材をされた新聞記者の 1 人

は「心のどこかで出産のためには不戦敗も仕方ないのでは」と考えていた自分に気づかされ

たとの記事を掲載しました。福間さん（当事者）と出会い、考えが変わられたようです。 

福間さんは記者会見を開くにあたり「除名も覚悟していた」そうです。それでも「戦わずして

負けることは、言葉では言い表せない無念さがあったこと」や「もしタイトル返上を了承したら、

次の人も『福間さんもやったからお願いします』と言われてしまう」などの思いがあり今回行動

されました。このことについてはまだ解決していませんが、記者会見のその日のうちに、倉敷藤

花戦を主催する岡山県倉敷市は規定の見直しを求める申し入れ書を将棋連盟に送付しまし

た。将棋連盟外部理事の木村草太東京都立大学教授も福間さんにエールを送られています。

たとえすぐには成果が出なくても、がんばる人には共に歩んでくれる人がいる、そんなエピソー

ドを紹介してかけはしを結ばせていただきます。ありがとうございました。   人権・地域教育課 


